
学
校
給
食
調
理
員（
臨
時
的

任
用
職
員
）を
募
集
し
ま
す

募
集
内
容　
平
成
30
年
度
に
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
、
臨

時
的
に
勤
務
す
る
職
員

採
用
予
定
人
員　
業
務
の
必
要
に

応
じ
て
採
用
し
ま
す
。

賃
金　
日
額
７
３
０
０
円　

申
込
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
・
写
真
貼
付
）
を
学
校

給
食
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
の
試
験
案
内
は
、
申
込
後
に

学
校
給
食
課
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

申
込
期
間　
随
時
受
付

問
い
合
わ
せ
は　

学
校
給
食
課

（
☎
22

－

０
３
６
２
）
へ

人
権
教
育
・
啓
発

第
２
回
阿
南
市

人
権
教
育
・
啓
発
市
民
講
座

日
時　
６
月
19
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

内
容　
「
社
会
福
祉
と
人
権
～
障
が

い
と
共
生
で
き
る
社
会
の
中
で
～
」

講
師　
障
が
い
者
支
援
施
設　

西

室
苑　

施
設
長
代
理　

五
孝
典
恵

さ
ん

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
み
：
６
月

11
日
㈪
ま
で
）

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
研
究

講
座
（
夏
期
）
受
講
生
募
集

　

人
権
課
題
を
よ
り
専
門
的
に
学

び
見
識
を
深
め
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
で

本
講
座
の
目
的
に
賛
同
し
で
き
る

限
り
連
続
で
参
加
で
き
る
方

日
時　
７
月
９
日
㈪
、
19
日
㈭
の

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
市
役
所
６
階　

６
０
２
会

議
室

内
容　

１
日
目　
「
私
と
部
落
問
題
～
自

ら
の
解
放
の
た
め
に
～
」

２
日
目　
「
部
落
差
別
の
実
態
に

学
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
～
差
別
が
何

故
起
き
る
の
か
～
」

講
師　
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発

講
師
団
講
師　

歯
朶
山
加
代
さ
ん

定
員　
40
人

申
込
締
切
日　
６
月
29
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

人

権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０

９
４
）
へ

平
成
30
年
度
戦
没
者
追
悼
式

　

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。
関
係

の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
23
日
㈯　

午
前
10
時
～

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）　

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

ほ
と
と
ぎ
す
　
四
者
四
様 

～

　

２
０
２
０
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
す

が
、
そ
の
年
の
大
河
ド
ラ
マ
が
「
麒き

麟り
ん

が
く
る
」
に

決
定
し
ま
し
た
。
初
め
て
智
将
・
明
智
光
秀
が
主
役

と
な
り
、
多
く
の
戦
国
時
代
の
英
傑
が
登
場
、
従
来

と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
新
し
い
解
釈
で
４
Ｋ
フ
ル
撮

影
の
作
品
と
な
る
そ
う
で
す
。
こ
の
年
は
「
戦
国
時

代
」
ブ
ー
ム
が
到
来
す
る
こ
と
は
確
実
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
が
今
ま
で
描
い
て
き
た
光
秀
像
を
覆
す
ド
ラ

マ
に
な
る
こ
と
は
題
名
か
ら
推
察
で
き
ま
す
。
中
国

で
は
古
来
、「
麒
麟
」
の
子
ど
も
を
「
麒
麟
児
」
と

呼
び
、
大
人
も
驚
く
よ
う
な
天
才
的
な
俊
英
ぶ
り
を

発
揮
し
、
将
来
そ
の
道
の
発
展
を
も
た
ら
す
天
才
少

年
だ
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
光
秀
の
少
年
時

代
か
ら
の
神
童
ぶ
り
と
、
長
じ
て
の
戦
略
的
才
能
が
、

丹
念
に
描
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
史
上
の
「
三
英
傑
」
と
い
え
ば
、
織

田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
人
間
性
を
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
に
例
え
た
言
葉
は
、

大
方
の
日
本
人
の
人
口
に
膾か

い

炙し
ゃ

し
て
い
ま
す
。

　「
鳴
か
ぬ
な
ら
　
殺
し
て
し
ま
え
　
ほ
と
と
ぎ
す
」

（
信
長
）

「
人
間
五
十
年
、
化げ

天て
ん

の
う
ち
を
く
ら
ぶ
れ
ば　

夢

ま
ぼ
ろ
し
の
如
く
な
り
」
を
舞
っ
た
信
長
は
、
こ
の

幸
若
舞
の
通
り
、
数
え
49
歳
で
光
秀
に
討
た
れ
ま
し

た
。
そ
の
光
秀
も
本
能
寺
の
変
の
11
日
後
、
落
ち
武

者
狩
り
に
遭
い
56
歳
で
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　「
鳴
か
ぬ
な
ら
　
鳴
か
せ
て
み
せ
よ
う
　
ほ
と
と

ぎ
す
」（
秀
吉
）

　

辞
世
「
露
と
落
ち　

露
と
消
え
ぬ
る　

わ
が
身
か

な　

浪な
に
わ花
の
こ
と
は　

夢
の
ま
た
夢
」

日
本
歴
史
上
、
最
大
の
知
恵
者
で
、
立
志
伝
中
の
天

下
人
・
秀
吉
は
、
ひ
た
す
ら
子
・
秀
頼
の
安
泰
を
思

い
つ
つ
、
62
歳
で
逝
去
。

　
「
鳴
か
ぬ
な
ら
　
鳴
く
ま
で
待
と
う
　
ほ
と
と
ぎ

す
」（
家
康
）

　

幼
少
の
頃
か
ら
の
人
質
生
活
に
よ
り
、
我
慢
と
辛

抱
と
忍
耐
の
人
生
を
地
で
行
き
、
大
坂
夏
の
陣
で
豊

臣
家
を
滅
ぼ
し
、
最
終
的
な
勝
利
者
と
な
っ
た
家
康

は
、
後
顧
の
憂
い
な
く
74
歳
で
昇
天
。

　

ま
さ
に
三
者
三
様
の
生
き
様
を
言
い
得
た
「
ほ
と

と
ぎ
す
」
で
し
た
。

　
「
豊
臣
秀
吉
は
主
人
で
あ
る
織
田
信
長
の
長
所
を

見
る
こ
と
に
心
が
け
て
成
功
し
、
明
智
光
秀
は
そ
の

短
所
が
目
に
つ
い
て
失
敗
し
た
」
と
語
っ
た
の
は
松

下
幸
之
助
で
す
。

　「
鳴
か
ぬ
な
ら
　
そ
れ
も
ま
た
よ
し
　
ほ
と
と
ぎ

す
」（
幸
之
助
）

　

少
年
時
代
、
病
弱
だ
っ
た
幸
之
助
は
、
最
も
人
間

を
知
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
焦
ら
ず
、
た

ゆ
ま
ず
、
無
理
を
し
な
い
。
自
然
体
の
哲
学
を
持
っ

た
経
営
の
神
様
は
94
歳
で
長
逝
。

　

四
者
四
様
の
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
を
書
き
ま
し
た
が
、

心
の
持
ち
方
が
寿
命
を
決
め
る
こ
と
の
参
考
に
な
る

言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
何
歳
ま
で
生
き
た
か
と
い

う
少
し
暗
い
話
で
し
た
が
、
最
後
に
明
る
く
「
死
ぬ

と
い
う
こ
と
に
は
、
ベ
テ
ラ
ン
や
名
人
は
い
ま
せ
ん
。

死
ぬ
の
は
み
ん
な
初
心
者
で
す
」（
永　

六
輔
）
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